
２０２０年９月２日 
大 飯 発 電 所 

 
 

大飯３号機 加圧器スプレイライン配管溶接部における有意な指示について  

 
 
大飯発電所３号機は２０２０年７月２０日から定期検査中であり、定期事業者

検査としてクラス１機器供用期間中検査を実施していたところ、８月３１日に加

圧器スプレイライン（Ｄループ）の１次冷却材管台と管継手（エルボ部）の配管

溶接部の超音波探傷検査※ 1（以下、UTという）において有意な指示が認められ

た。 

このため、検査要領書に基づき詳細探傷による傷の形状を確認すべく第二段階

検査を９月１日に実施した結果、傷は管継手（エルボ部）のシーニング部※２で

あり、当該配管厚さ１４．０mm（実測）に対して深さは約４．６mm、き裂長さ約

６７mmと評価され、当該箇所の設計上の最小必要厚さ８．２mm を満足していた。 

また、有意な指示が認められたことを受け、維持規格に基づく詳細な欠陥評価

（き裂進展評価※３、破壊評価※４）を実施した結果、技術基準に適合している

ことを確認し、継続使用が可能であることを判断した。 

 
※１：超音波探傷試験（ＵＴ） 

超音波を使って金属等の内部にある傷を検出する試験。 

※２：シーニング部 

   内面寸法を合わせるために機械加工した溶接合わせ部（開先部）。 

※３：き裂進展評価 

     計測された欠陥形状と各種運転条件をもとに、SCC のき裂進展速度と内 

圧及び曲げ応力（熱及び 1/3Sd 地震）による疲労のき裂進展速度を計算 

し、評価期間中のき裂進展量を算出する評価。 

※４：破壊評価 

     き裂進展評価の結果を、評価期間経過後の欠陥形状に基づき、各種設計 

荷重（通常運転、事故、地震）を考慮しても、当該部が破壊しな 

いことを確認する評価。 
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    －３．工事計画認可申請書要目表（当該部抜粋） 
    －４．き裂進展評価および破壊評価結果 
     

     



加
圧

器
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン

１
次

冷
却

材
系

統
設

備
概

要
図

指
示

箇
所

１
次

冷
却

材
管

母
管

加
圧

器
ス
プ
レ
イ
管

加
圧

器
ス
プ
レ
イ
管

取
出

し
部

詳
細

溶
接

部

Ａ
ル

ー
プ

Ｂ
ル

ー
プ

Ｃ
ル

ー
プ

Ｄ
ル

ー
プ

添付資料－１



14
.0
m
m

（
ｼ-
ﾆﾝ
ｸﾞ
部
）

管
台

エ
ル
ボ

指
示
部

(深
さ

4.
6m

m
)

1次
冷
却
材
管

(D
ｺｰ
ﾙﾄ
ﾞﾚ
ｸﾞ

)

加
圧
器
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾗ
ｲﾝ
ｴﾙ
ﾎﾞ

0°
(背
側

)

18
0°

(腹
側

)

27
0°

90
°

最
大
深
さ
位
置

(0
°
＋

3m
m
)

加
圧
器
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ管

台

1次
冷
却
材
管

(D
ｺｰ
ﾙﾄ
ﾞﾚ
ｸﾞ

)

加
圧
器
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾗ
ｲﾝ
ｴﾙ
ﾎﾞ

加
圧
器
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ管

台

溶
接
金
属

11
4.
3m

m
(外
径

)

加
圧
器
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾗ
ｲﾝ

指
示
部
断
面

(背
側

)
(腹
側

)

(背
側

)

(腹
側

)

指
示

状
況

67
m
m

添付資料－２



Ｈ 削 梨 回 訓 劇 避 甜 岬 川 Ш 洲 （ 旺 削 残 洋 挙 ）

！ 　 ω 臨 ― 用 Ｈ ｉ ω ｌ ド ー ］ ∞ 　 ―

鶉 奪 埒 華 ― ∞

料
さ

(
m
m)

(
m
m)

温

高
使

用 度

(
℃

)
(
MP
a
)

高
使

用 カ変
 

更
 

後

称
名

一 次 冷 却 材 の 循 環 設 備

料

1
6

U
S
3
1 1
6
T
P

16
T
P

さ

(
m
m
) (

測
:
2
)

8
,
7

(
l
l
:2
,
〔

1
)

1
3
.
5 (

ユ
」:

2
)

1
3
.
5

/ 8
,
7

1
3
.5

/ 1
3
.5

/ 1
3
.
5

径

(
m
m
)

6
0
.
5 (
注

2
)

1
1
4
.
3

H
4
.
3

/ 6
0
.5 (

注

1
14
,
3

/ 1
14
.
3

/ 1
1
4
.3

(
℃

)

最
高
使

用 度

最
高

使
用

(M
P
a
)

力

3
4
3

当
該

部

1
7
.1
6

ル
ー

プ
低

温
側

1
次

冷
却

材
管

チ
ド
3
V
―
CS
-
1
7
1

分
岐

点

及
び

加
圧

器

変
 

更
 

前

称
名

一 次 冷 却 材 の 循 環 設 備

添付資料－３（１／３）

工事計画認可申請書要目表（当該部抜粋）
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